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1) 右の上の図はインドネシアの国章、右の下の図はタイの国章である。いずれもヒ

ンドゥー教の神話に出てくるガルーダの姿が描かれている。しかし、現在のインドネ

シアの人口の 88%がイスラーム教徒、タイの人口の 95%が仏教徒である。このように、

現在の東南アジアで、イスラームや仏教が多数派を占める国においてもヒンドゥー教

に由来するシンボルが使われている背景には東南アジアの「インド化」

（Indianization）がある。この歴史的現象について、予備知識のない人（この授業を

受けたことのない人）にもわかるように、説明しなさい。 
 

2) 東南アジア以外の他の地域・時代においては、ヘレニズム化（Hellenization）、
中国化（Sinicization）、ローマ化（Romanization）などと呼ばれる歴史的現

象がある。このような他地域・時代の現象の一つを選び、それとの比較でイン

ド化の特徴を説明しなさい。 
 
なお、1)と 2)は関連しているので、1)の説明をふまえて、2)の説明を書きなさい。また、両者の

関係が明確であれば、1)と 2)を一つにまとめてもよい。 
 
 


